
離乳食講習会業務の効率化
静岡県富士市役所

保健部健康対策課 塩谷祐実



富士市の概要
平成29年7月1日現在

人口：254,910人 出生数：1,966人（H27）

世帯：103,918世帯

紙・パルプ産業の「紙のまち」
県下有数の工業都市



富士市役所 行政栄養士配置状況

平成２９年度 異動範囲内の全ての栄養士



離乳食講習会

•母子保健法第14条の規定により栄養の摂取につき必要
な援助を実施

•富士市健康増進計画「健康ふじ２１計画Ⅱ」食生活分
野の目標実現

•富士市食育推進計画「富士山おむすび計画Ⅱ」推進

•発達に沿った離乳食、望ましい食習慣に関する指導を
行い、保護者の育児不安を軽減を図るとともに食を通
じた生活習慣病予防に努める



対象 回数 具体的な内容

ごっくん期 ３～５か月頃 月2回 年間24回
離乳食の始め方
離乳食全体の進め方

もぐもぐ期
6か月児講座の中で実施
年間３６回 出席率91.5％（H28)

集団講話と個別相談

かみかみ期 9～11か月頃 月1回 年間12回
3回食の形態
量の増やし方
食材の選び方

ぱくぱく期 11か月以降 月1回 年間12回
離乳食完了の目安
幼児食への進め方
おやつについて

【時間】
９：３０～１１：３０
【スタッフ】
正規栄養士１名
臨時栄養士２名
保育士１～２名

【内容】
離乳食の進め方についての講話
作り方のデモストレーション
試食
個別相談



離乳食講習会の実績
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１回あたりの参加者の推移

１回あたりの参加者

支援ガイド
改定

６か月
講座開始

個別相談
開始

ごっくん期
4割の赤ちゃんが参加



平成２８年度 詳細実績

参加人数 一回当たり平均人数 最多人数最低人数 託児利用平均

ごっくん期 760 31.7 48 21

かみかみ期 396 33.0 42 27 10.5

ぱくぱく期 315 26.3 37 17 11.4



事業効率化の経緯と内容

•平成20年度
課内の業務でアウトソーシングできるものはないか？

•年間923時間≒0.5人工の業務量である離乳食講習会を
減らせないのか？

↓

アウトソーシングは困難

臨時職員（栄養士）の事業への関与を増やし対応
正規栄養士２+臨時栄養士1から正規栄養士1+臨時栄養士２へ

業務の質を落とさないためには
どうしたらよいか？

栄養士主担当の
花形事業



事業内容の標準化 デモンストレーション





写真で確認

野菜スープポテト粥②

ポテト粥① ジャム風煮
食パン(砕く)

白身魚
水溶き

コーンスターチ

デモ用
じゃがいもの

豆腐の
すりつぶし

デモ用
白身魚

だし昆布

ほうれん草

ほうれん草

食パン1/2枚

茹で卵

ほうれん草1本

茹で人参

ジャム用
りんご、人参

デモ用
豆腐1/6丁





支援で配慮すべき点

•「離乳」をむずかしく考えすぎないように導く
•弾力性をもった支援
•不安に応える
•良好な食事環境づくりを推進

授乳・離乳の支援ガイド実践の手引きより



参加者が多い…うれしい反面

•講話が聞きづらい
•授乳で席を外す参加者がいる

↓

「困っていること、わからないこと栄養士に聞いて」と

声をかけてもほとんど相談には来ない現状

こちらから話しかけたら
聞いてくれるかな？？

本当に
困っていないのかな？？

支援は出来ているのか
疑問…



平成２２年より個別相談を開始

試食の時間に栄養士から参加者に声をかける

↓

困っていること、わからないことなど

声をかけることで様々な質問があることがわかった



個別相談で多い内容
平成２８年度実績

１位 ２位 ３位

ごっくん期 フリージング 調理や味付け 進め方

かみかみ期 フリージング 食事量 進め方

ぱくぱく期 その他 調理や味付け 食事量

手づかみ食べ
遊び食べ
お誕生ケーキについて
おやつ
はみがきについてなど



カンファレンスの開始

•個別相談内容を共有、支援内容の確認のため
事業終了後にカンファレンスを実施

相談内容の集計→講座内容に反映していく

困った相談はなかったか？

継続支援が必要な人はいなかったか？



課題
•業務の効率化は果たして図れたのか

•専門職としての成長が出来ているのか
↓

業務量が多い

ルーチンの業務

こなすことに精一杯
事業にながされてしまいがち

保護者のニーズにあっているのか？
現状把握とニーズ調査を実施



課題解決のために

カンファレンスを有効活用

↓

アンケートの内容を共有し

把握している保護者の声とあわせて事業内容の検討

資質向上のために必要なことはないか？

相談内容や支援内容からみつけていく



課題解決のために
業務の改善案検討

→取り入れることで職員の意欲・責任感を高める



人材育成のさらなる展開に向けて
•カンファレンスの実施を他の事業へも展開

1.6ヵ月児健診、３歳児健診においても

終了後にカンファレンスを実施していく

↓

相談内容などから理解を深めたい知識があれば

OJTを企画

↓

栄養士の資質の向上
正規栄養士：事業運営のマネジメント能力の向上
臨時栄養士：業務に対する意欲・責任感を高める


